
要旨

本研究は，縦断研究として取り組んでいる，「新型コロナウイルス感染拡大が大学生に及ぼ

す影響」の第3回目調査（2021年8－9月実施）の報告である。ちなみに，1年前である2020

年7－9月に実施した第1回目調査との比較を行うこととする。

まず，第1回目調査と第3回目調査の「居住形態」「奨学金の受給」「新型コロナウイルス発

生後の経済状況の認知」の差を分析するために，・2検定と残差分析を行った。「居住形態」に

ついては，「一人暮らしをしていたが，新型コロナウイルスの影響で，今は実家に住んでいる」

「その他」が3回目調査では有意に少なく，「元々実家に住んでいる」「シェアハウス，親せき

宅などで家族以外の他人と暮らしている」が3回目調査では有意に多かった。「奨学金の受給」

については差が認められなかった。「新型コロナウイルス発生後の経済状況の認知」について

は，「経済的に困っている」が3回目調査では有意に少なく，「経済的にかなりゆとりがある」

が3回目調査では有意に多かった。

次に，第1回目調査と第3回目調査の「新型コロナウイルス発生後の経済状況の認知」，「オ

ンデマンド授業の負担感」，「ライブ授業の負担感」，「Kessler6scale（K6）」，「Generalized

AnxietyDisorder-7（GAD-7）」，「孤独感」の平均値差においてのWelch検定を行った。その

結果，「新型コロナウイルス発生後の経済状況の認知」と「オンデマンド授業の負担感」にお

いて3回目調査のほうが有意に低かった。
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上記からは，2020年7－9月よりも2021年8－9月のほうが経済的困り感およびオンデマン

ド授業の負担感が減少しており，コロナ禍における大学生の生活においては，2021年のほうが

2020年よりも経済状況の好転が認められるとともに，オンデマンド授業にも慣れてきているこ

とが推察できた。

キーワード：新型コロナウイルス 経済的状況の認知 奨学金の受給 オンデマンド授業の負

担感 ライブ授業の負担感 精神的健康 不安感 孤独感

Ⅰ．問 題 と 目 的

2019年12月末から確認された新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の世界的流行からす

でに3年以上経過した。世界各国の累計感染者数は約3,200万人，死者は約7万人にも及び

（NHK，2022），航空・観光・建設などの世界経済にも影響を及ぼした（Beh&Lin,2021;

Pinillaetal.,2021）。感染を阻止するための各国の政府の取り組みは，ソーシャル・ディス

タンスなどの物理的な空間での隔離に大きく依存しており，対面での交流の減少（Dergaaet

al.,2021），家庭内暴力・児童虐待など深刻な問題を引き起こした側面もあった（Griffith,

2022;Haideretal.,2020）。

また，新型コロナウイルス感染症の流行により，不安，うつ病，不眠症などが大幅に増加し

ており（Baoetal.,2020），特に苦痛や精神的健康上の問題を抱えやすい大学生においては喫

緊の課題である（Renetal.,2021）。その理由の一つには大学生活の変化があげられる。実際

に，学校の再開や試験の延期は，長期間の孤立をもたらし（Wangetal.,2020），自宅での孤

立はさまざまなストレスに直面させた（Fuetal.,2021）。

我が国の大学生においても，文部科学省から，大学等における遠隔授業の実施に当たっての

学生の通信環境への配慮等についての通知が出されたことで，大学では暗中模索の中での遠隔

授業が開始された。我が国においても，大学生のコロナに関する研究は，2020年4月時点半数

の学生が将来的な経済的な不安を抱えていることを明らかにした全国調査（全国大学生活協同

組合連合会広報調査部，2020）や日本心理学会による特集号「新型コロナウイルス感染症と心

理学」では，子育てのストレス，マスク着用に対する態度，感染予防行動，オンライン授業の

効果を検討した知見が蓄積されている（山田，2021）。また，ワクチンの接種が進んだ現在，

大学においてはアフターコロナの時代に持続可能な教育・学生支援システムをDigital

Transformationの展開とともに構築している最中である（文部科学省，2020）。しかし，そ

の一方で家庭の経済力，学校の指導力，地域の教育環境，本人の学修に対する自主性自律性の

格差が指摘されている（日本財団，2021）。

本報告は，2021年8－9月に実施した第3回調査のデータをもとに考察を行うとともに，

2020年7－9月に実施した第1回目調査との比較検討を行うものである。
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Ⅱ．方 法

1．調査協力者と調査時期

1）調査協力者

北海道内の複数の大学に縁故法により依頼し，承諾の得た大学生，短期大学生，大学院生を

対象とした。第1回は，909名（男性530名，女性362名，その他15名，未記載2名，平均年齢

19.87±0.09歳），第3回目は，705名（男性278名，女性416名，その他11名，平均年齢19.48±

0.10）を分析対象とした

2）調査時期

調査時期は，第1回は2020年7月から9月，第3回は2021年8月から9月であった。

第1回調査時期（2020年7月～9月）は，北海道新型コロナウイルス感染症対策本部指揮室

によると，イベントの緩和がはじまりながらも，不要不急の外出自粛（特に札幌市に強く要請），

札幌市との往来自粛，施設の使用・催物の開催の停止，旧市学校の臨時休業等を要請などがさ

れていた。

第3回調査時期（2021年8～9月）は，北海道新型コロナウイルス感染症対策本部指揮室に

よると，7月1日～7月11日，8月2日～9月30日までまん延防止等重点措置を開始され，措

置区域である札幌市は不要不急の外出や移動の自粛，飲食店等に酒類の提供自粛や20時までの

短時間営業などが要請されていた。

2．倫理的配慮

研究に先立ち，筆頭著者所属機関の研究倫理審査の承認を得た。匿名性が保証されること，

回答が任意であり，協力しないことによる不利益は一切ないことを明記し，MicrosoftForms

を用いてWeb上で実施した。

3．調査項目

1）居住環境や経済状況についての項目

居住環境は「元々実家に住んでいる」，「一人暮らしをしていたが新型コロナウイルスの影響

で今は実家に住んでいる」，「今もアパートやマンションなどで一人暮らしをしている」，「シェ

アハウス・親せき宅などで家族以外の他人と暮らしている」，「その他」の中から現在の住居環

境に最も近いものを1つ選ばせた。

奨学金の受給状況は「もらっていない」，「大学生になって初めてもらっている」，「高校生の

時から引き続きもらっている」，「その他」の中から最も近いものを1つ選ばせた。

アルバイトの就労状況は「大学生になってからはアルバイトをしていない」，「大学生の時か

らしていたが勤務時間が減らされている」，「大学生の時からしており今もほぼ変わらず勤務し
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ている」，「その他」の中から最も近いものを1つ選ばせた。

新型コロナウイルス感染症発生前後の経済的状況については，平井他（2015）の主観的経済

指標を参考にして，「新型コロナウイルスが発生する前（した後）の，あなた自身の経済状態

について，あなたはどのように感じていますか。」と各1項目で尋ねた。どちらも「経済的に

かなりゆとりがある（1点）」から「経済的にかなり困っている（5点）」の5件法であった。

2）講義の受講環境についての項目

オンデマンド型授業及びライブ型授業について，まずオンデマンド型は「教員が資料や動画

等によって講義を行い，課題を提出するもので，リアルタイムには講義が行われないもの」と，

ライブ型は「教員がZoomやTeamsなどによって講義を行い，時間割通りに講義が行われる

もの」と説明した。オンデマンド型授業及びライブ型授業の負担感について，「まったく負担

ではない」，「あまり負担ではない」，「どちらともいえない」，「すこし負担である」，「とても負

担である」の5件法で尋ねた。

3）精神的健康についての項目

Kessler6scale（以下，K6とする）日本語版

（Furukawaetal.,2008）を「まったくない（0点）」

から「いつも（4点）」の6項目5件法で尋ねた。

GeneralizedAnxietyDisorder7-item（以下，

GAD-7とする）日本語版（村松，2014）を「まったく

ない（0点）」から「ほぼ毎日（3点）」の7項目4件法

で尋ねた。

孤独感Igarashi（2019）の 3項目版孤独感尺度を

「ほとんどない（1点）」から「よくある（3点）」の3

件法で尋ねた。得点が高いほど孤独感が高いことを示す。

Ⅲ．結 果 と 考 察

1．調査対象者の属性

対象者の属性についてはTable1からTable3に詳

細を示した。
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Table1 性別

1回目調査 3回目調査

人数 ％ 人数 ％

女性 530 58.3 416 59.0

男性 362 39.8 278 39.4

その他，答
えたくない

15 1.7 11 1.6

未記載 2 0.2 0 0.0

合計 909 100 705 100

Table2 学年

1回目調査 3回目調査

人数 ％ 人数 ％

1年生 297 32.7 351 49.8

2年生 284 31.2 167 23.7

3年生 199 21.9 108 15.3

4年生 103 11.3 69 9.8

上記以外 25 2.8 9 1.4

未記載 1 0.11 0 0.0

合計 909 100 704 100

Table3 年齢

1回目調査 3回目調査

人数 ％ 人数 ％

18歳 178 19.6 213 30.2

19歳 263 28.9 210 29.8

20歳 213 23.4 148 21.0

21歳 127 14.0 80 11.3

22歳 57 6.3 41 5.8

上記以外 37 4.0 12 1.7

未記載 34 3.8 0 0.0

合計 909 100 704 100



2．居住形態について

居住形態は，Table4のとおりである。「元々実家に住んでいる」が54.5％，「今もアパート

やマンションなどで一人暮らしをしている」が37.0％と多かった。「一人暮らしをしていたが，

新型コロナウイルスの影響で，今は実家に住んでいる。」が3.4％であった。

第1回目調査と第3回目調査の差を分析するため，・2検定と残差分析を行ったところ，「一

人暮らしをしていたが，新型コロナウイルスの影響で，今は実家に住んでいる」「その他」が

3回目調査では有意に少なく，「元々実家に住んでいる」「シェアハウス，親せき宅などで家族

以外の他人と暮らしている」が3回目調査では有意に多かった。

以上の結果からは，3回目調査時は，実家などに避難等する学生が少なくなり，もともと住

んでいた居住地に住んでいることが推察された。

3．奨学金受給状況

奨学金受給状況は，Table5のとおりである。「奨学金をもらっていない」が45.2％，「大学

生になって初めて奨学金をもらっている」が49.0％と多かった。「高校生の時から奨学金をも

らっていて，大学生になってからももらっている」が4.7％で，「大学生になって初めて奨学金

をもらっている」と合わせると約54％の学生が大学で奨学金を受給していることが分かった。

第1回目調査と第3回目調査の差を分析するため，・2検定と残差分析を行ったところ，差は

認められなかった。

以上の結果からは，奨学金の受給状況は2020年同時期の1回目調査とほとんど変わらないと

考えられる。
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Table4 居住形態

1回目調査 3回目調査 p値

人数 ％ 人数 ％

元々実家に住んでいる 432 47.6 ▽ 384 54.5 ▲ .006**

一人暮らしをしていたが，新型コロナウイルスの影響
で，今は実家に住んでいる

81 8.9 ▲ 24 3.4 ▽ .000***

今もアパートやマンションなどで一人暮らしをしている 347 38.2 261 37.0 .623

シェアハウス，親せき宅などで家族以外の他人と暮ら
している

19 2.1 ▽ 36 5.1 ▲ .001***

その他 29 3.2 ▲ 0 0.0 ▽ .000***

合計 909 100 705 100

・2検定 **p＜.01 ***p＜.001 残差分析：▲ 調整済み残差＞1.96 ▽ 調整済み残差＜－1.96



4．新型コロナウイルス発生前後の学生自身の経済状況の認知について

新型コロナウイルス発生後の経済状況の認知については，Table6のとおりである。

経済的困り群（「経済的にかなり困っている」「経済的に困っている」）は全体の19.3％であっ

た。経済的ゆとり群（「経済的にかなりゆとりがある」「経済的にまあゆとりがある」）は全体

の30.2％であった。経済的ゆとりなし・困りなし群は50.5％であった。

第1回目調査と第3回目調査の差を分析するため，・2検定と残差分析を行ったところ，「経

済的にかなり困っている」が3回目調査では有意に少なく，「経済的にかなりゆとりがある」

が3回目調査では有意に多かった。

2020年7－9月に実施した第1回目調査のときは，経済的困り群は25.5％であったことから

第3回目調査時には第1回目調査時と比べて約6％減少していた。2021年7－9月時点におい

て，少しずつ学生の経済的困り感が少なくなってきていることが認められる。しかし，3回目

調査時におけるに経済的困り群（「経済的にかなり困っている」「経済的に困っている」）が依

然として約19％存在することから，2割の学生が経済的に困っている現状に対しては喫緊の対

応が求められるだろう。
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Table5 奨学金の受給

1回目調査 3回目調査 p値

人数 ％ 人数 ％

奨学金をもらっていない 371 40.9 318 45.2 .083＋

大学生になって初めて奨学金をもらっている 468 51.5 345 49.0 .312

高校生の時から奨学金をもらっていて，大学生になっ
てからももらっている

53 5.8 33 4.7 .308

その他 16 1.8 8 1.1 .304

合計 908 100 704 100

・2検定 ＋ p＜.10 残差分析：▲ 調整済み残差＞1.96 ▽ 調整済み残差＜－1.96

Table6 新型コロナウイルス発生後の経済状況の認知

1回目調査 3回目調査 p値

人数 ％ 人数 ％

経済的にかなりゆとりある 34 3.7 ▼ 43 6.1 △ .027*

経済的にまあゆとりがある 193 21.2 170 24.1 .169

経済的にゆとりがないが困ってはいない 450 49.5 356 50.5 .693

経済的に困っている 179 19.7 △ 103 14.6 ▼ .008**

経済的にかなり困っている 53 5.8 33 4.7 .308

合計 909 100 705 100

・2検定 *p＜.05 **p＜.01 残差分析：▲ 調整済み残差＞1.96 ▽ 調整済み残差＜－1.96



6．心理尺度について

各尺度の記述統計量を以下に示した（Table7）。

1）Kessler6scale（K6）について

川上ら（2006）によるカットオフ値として，気分・不安障害（陰性）が0～4点，気分・不

安障害（軽度）が5～8点，気分・不安障害（中等度）が9～12点，気分・不安障害（重度）

が13～24点に区分されている。

川上ら（2006）の分類に従うと，本調査の対象者は，気分・不安障害（陰性）が331人（47.0

％），気分・不安障害（軽度）が154人（21.8％），気分・不安障害（中等度）が114人（16.2％），

気分・不安障害（重度）が106人（15.0％）となった。

ちなみに，飯田ら（2021b）が行った第1回目調査における2020年7－9月の時点でのK6

では，気分・不安障害（陰性）が45.1％，気分・不安障害（軽度）が20.3％，気分・不安障害

（中等度）が17.5％，気分・不安障害（重度）が17.1％であった。

2021年8－9月の時点で，対象学生の約53％の学生がストレスを抱え，そのうち約15％の学

生は強いストレスによる気分・不安障害を伴っている可能性がある結果となった。

2）GeneralizedAnxietyDisorder-7（GAD-7）について

本研究では村松（2014）にならい，0～4点はなし，5～9点は軽度，10～14点は中等度，

15～21点は重度の症状レベルであると評価する。村松（2014）の分類に従うと，0～4点は424

人（60.1％），軽度の5～9点は190人（27.0％），中程度の10～14点は60人（8.5％），重度の症

状レベルの15～21点は31人（4.4％）であった。

ちなみに，飯田ら（2021b）が行った第1回目調査における2020年7－9月の時点でのGAD-

7では，0～4点は58.1％，軽度の5～9点は25.3％，中程度の10～14点は11.1％，重度の症状

レベルの15～21点は5.4％であった。

2021年8－9月の時点で，対象学生の約13％が大きな不安感を抱えていることが見て取れる。

また，重症レベルである15点以上の学生が約4％存在し，これらの学生は依然として新型コロ

ナウイルス下で強い不安感を抱えていることが示唆された。
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Table7 記述統計量

変数名 Mean Median SD Min Max ・ Range

K6（第1回） 6.69 5.00 5.93 0 24.00 0.9 0-24

K6（第3回） 6.25 5.00 5.71 0 24.00 0.90 0-24

GAD-7（第1回） 4.77 3.00 4.83 0 21.00 0.90 0-21

GAD-7（第3回） 4.32 3.00 20.26 0 21.00 0.89 0-21

孤独感（第1回） 4.73 4.00 1.83 3.00 9.00 0.86 3-9

孤独感（第3回） 4.70 4.00 3.00 3.00 9.00 0.83 3-9



3）孤独感について

飯田ら（2021）が行った第1回目調査における2020年7－9月の時点での孤独感尺度短縮版

では，平均値は4.73（SD＝1.83）であり，第3回目調査の4.70とあまり変わっていない。

孤独感尺度短縮版の日本語版を作成したIgarashi（2018）の調査（n＝1,020）では，平均

値5.4（SD＝1.72）であった。Igarashi（2018）の対象者には，あらゆる階層や職種の人間で

あったものの，本調査より孤独感の得点が高い。このことから，2021年7－9月の時点におけ

る大学生の孤独感は高いとはいえない結果であった。

7．「新型コロナウイルス発生後の経済状況の認知」，「オンデマンド授業負担感」，「ライブ授

業負担感」，「Kessler6scale（K6）」，「GeneralizedAnxietyDisorder-7（GAD-7）」，「孤独

感」の平均値差

次に，第1回目調査と第3回目調査の「新型コロナウイルス発生後の経済状況の認知」，「オ

ンデマンド授業負担感」，「ライブ授業負担感」，「Kessler6scale（K6）」，「Generalized

AnxietyDisorder-7（GAD-7）」，「孤独感」の平均値差においてWelch検定を行った。その結

果，「新型コロナウイルス発生後の経済的困り感」と「オンデマンド授業の負担感」のみ，3

回目調査のほうが有意に低かった。また，「ライブ授業負担感」と「GeneralizedAnxiety

Disorder-7（GAD-7）」においては，3回目調査のほうが低い傾向が確認された。第1回目調

査と第3回目調査の「Kessler6scale（K6）」，「孤独感」についての平均値については，その

差が認められなかった。

以上の結果からは，1回目調査時の2020年7－9月に比べて，3回目調査時の2021年7－9

月のほうが，経済的困り感を抱える学生の割合が減少し，オンデマンドおよびライブ講義の負

担感も減っており，全般的な不安感（GAD-7）も減少傾向であることがうかがわれた。
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Table8 新型コロナウイルス発生後の経済状況の認知，オンデマンド授業負担感，ライブ授業
負担感，K6，GAD-7，孤独感の平均値差のWelch検定

1回目調査
（n＝909）

3回目調査
（n＝703） t

（df）
d

[95％CI]
変数 M（SD） M（SD）

新型コロナウイルス発生後の経済状況の認知 3.026（0.890） 2.877（0.897） 3.339 1508.080**

オンデマンド授業の負担感 3.290（1.290） 2.754（1.209） 8.560 1550.272***

ライブ授業の負担感 3.196（1.206） 3.080（1.191） 1.927 1515.766＋

Kessler6scale（K6） 6.693（5.927） 6.251（5.709） 1.517 1539.133

GeneralizedAnxietyDisorder-7（GAD-7） 4.766（4.828） 4.316（4.501） 1.927 1558.712＋

孤独感 4.726（1.832） 4.701（1.731） 0.285 1550.832

**p＜.01 ***p＜.001＋ p＜.10



Ⅳ．まとめと今後の展望

本研究は，北海道内の大学生が新型コロナウイルスによる緊急事態宣言が解除された2021年

8月から9月までの時期を対象に，経済状況の認知や精神健康面などについての調査を報告し

たものである。

調査の結果としては，2020年7－9月に実施された第1回目調査と比べると，今回は，緊急

避難として実家に住んでいた割合が減少し，元々の居住地で暮らしていることが分かった。

また，経済状況の認知に関しても，第1回目調査と比べて，第3回目調査時では，有意に経

済的困り感が低くなった。このことから，大学生全体としてみる場合は，経済的困り感が低下

しているものの，依然として約19％の学生に「経済的困り感」があることは特筆すべきことで

あろう。

そして，精神的健康においても，依然として13～15％の大学生に強いストレスによる気分障

害や不安障害が認められていることから，大学組織全体で丁寧に見ていく必要があるとともに

保健センターや学生相談室，また外部の専門機関などとの連携が求められるといえる。

本調査は，第3回（2021年8－9月）について中心に報告してきたが，第4回（2022年2－

3月），第5回（2022年8－9月）がすでに実施されている。経年変化を追いながら，アフター

コロナを見据えた学生支援モデルの構築を行っていきたい。
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